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本庁舎☎㉒1111 ／各庁舎事業課　表郷☎㉜4786　大信
☎㊻2115　東☎㉞2114

道　路▶本庁舎道路河川課　内2276・各庁舎事業課
下水道▶本庁舎下水道課　内2237・各庁舎事業課
公　園▶本庁舎都市計画課　内2284・各庁舎事業課
農業用施設▶本庁舎農政課　内2226・各庁舎事業課

The current doubt

震災、その後。
１.被災道路などの復旧の見通しはどうなっているのですか。
２.震災に対して現在、市はどのような取り組みをしていますか。
３.学校での放射線対策はどのようにしていますか。
４.農産物の風評被害に対して現在、市はどのような取り組みをし
    ていますか。

それでは、質問です。
次の問いに答えてください。

これらの質問は、
日常の会話で話
されています。

◎連続掲載

　東日本大震災から３か月。市では、これまでライフラインの復旧、二次災害
の防止、被災者に対しての住宅対策や建物被害認定調査などを行ってきました。
　今月号では、市民の皆さんが疑問に感じていることをキーワードに市が行っ
ている事業や工夫などを紹介します。

皆さんが今、疑問に感じていること。

災害査定審査５月～８月

▼

▼

Schedule

７月～９月

８月～12月

実施設計書作
成、工事発注

復旧工事

◎スケジュール

　市では、震災により被災した道路、下水道、公園、
農業用施設などの公共施設について、これまで復旧
に向けての調査や測量、設計を行ってきました。復
旧には多額の費用がかかることから、国の補助・支
援を受けながら原形復旧を原則に工事を進めます。
このため、範囲や工法、工事費などについて、国の
査定を受ける必要があり、この査定が８月中旬まで
行われます。
　この査定により、工法等が決定した順に工事を発
注し、復旧を本格化させます。復旧までの期間は、
工事の内容や規模などにより異なりますが、年内に
完了するよう進めていきます。

市道は年内の完了を目指します。
１の回答

　現在、各幼稚園、各小中学校では、毎日放射線量
を測定しており、その結果は、文部科学省が示した
活動制限基準（3.8マイクロシーベルト／ｈ）をか
なり下回る状況にあります。
　各学校では、できるだけ放射線を浴びないよう、
活動時間（できるだけ短く）・天候（雨や風に留意）
・服装（できるだけ皮膚を出さない）を十分考慮し、
安全を第一に考え教育活動を行っています。また、
屋外活動の後は、手や顔を洗い、うがいをする、衣
服の汚れやほこり、
靴の泥を払ってか
ら室内に入る、で
きるだけ窓は開放
しないなどの徹底
を図っています。
　今後も、子ども
の心と体の健康を
第一に考え、教育
活動を進めます。

　震災により被災された方への義援金・見舞金の配
分支給や各種制度活用による支援を行うため、9人
の職員からなる災害対策生活支援班（プロジェクト
チーム）が編成されました。
　支援班は、５月９日から、被災された方を支援す
るため総合窓口を設置し、全壊・大規模半壊・半壊
と判定された世帯に対し、義援金等の説明および申
請受付、ならびに生活再建のための各種支援制度の
相談受付を行
っています。
  窓口は市役
所１階ロビー
で、月曜日か
ら金曜日およ
び日曜日の午
前９時から午
後５時まで開
設しています。

    現在、白河地方においては、ほとんどの農産物
の出荷制限は解除されており、市場に流通されてい
るものは、安全・安心なものです。しかしながら、
原発事故に関する連日の報道が風評被害を生み、消
費者に不安を与え、買い控えや価格の下落を招いて
いる状況です。
　先般、風評被害を一掃するため、白河地方の９市
町村・ＪＡ・商工団体が一体となり、東京都日比谷
公園で、県ゆかりの著名人とともに首都圏の消費
者に農産物等
の安全安心の
ＰＲキャンペ
ーンを展開し、
農林水産大臣
への要望を行
ってきました。
　今後もＰＲ
活動を展開し
ていきます。

安全性を考慮し、様々な工夫をします。 災害復旧のためのプロジェクトチームを編制しました。安全安心のＰＲを全国に発信します。
３の回答 ２の回答４の回答

問本庁舎学校教育課☎㉒1111　内2365 問市災害対策生活支援班☎㉒1135問本庁舎農政課☎㉒1111　内2224

▲5月11日、東京・大田市場で新鮮野菜をＰＲする鈴木市長


